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弓擦楽器と棒擦楽器

絃を擦って鳴らす擦絃楽器は，日本の胡弓やヨーロッパのヴァイオリン，ヴィオール，中国の二

胡，アラブのラバーブなど，馬尾毛を張った弓を用いるものが広く世界各地に分布している。ここ

ではそれらを「弓擦楽器」と仮称する。また東アジアには木や竹の棒で擦って発音させるものがあ

り，仮に「棒擦楽器」と呼ぶことにする。

いっぽう形態的な面から見ると，胡弓やヴィオールのように，胴と棹を持つ「リュート属」のも

のが圧倒的に多いが，わずかながら軋琴，牙箏，初瀬琴など「ツィター属」のものもある。

それでは，そのリュート属擦絃楽器は一体どこで最初に生まれ，どのような経路で世界に広まっ

たのだろうか。

最古の擦絃楽器

音楽学者の説によると，一般にリュート族擦絃楽器は中東もしくは中央アジアで生まれ世界に広

がったといわれる。しかし，その起源を示す何の証拠も，中東や中央アジアに見い出すことができ

ない。

絃をはじいて鳴らす撥絃楽器がすでに紀元前の古代文明から使用されていたのに比べ，擦絃楽器

の出現ははるかに遅い。撥絃楽器ならば，誰でも指で弾けば音は出るから，絃楽器の機能としては

もっとも本源的なものといえる。しかし擦絃楽器の場合には，「擦る」ための器具が必要であり，

その意味で二次的な発音方法をとるわけで，しかも発された音は持続音であって管楽器音や人声に

近いという，絃鳴楽器の中では一種特殊な存在である。この「擦奏」がいつ頃，どこで最初に行わ

れたかは，謎に包まれている。ただし，その発音法，つまり棒なり馬尾毛なりで絃を擦ると音が出

るという現象は，偶発的に古くから世界のところどころで知られていたらしい。だが，本格的な楽

器に応用され，擦絃楽器へと発展していったのは，おそらくその中のただ一つであろうと考えてよ

いと思う。
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現在知りうる限り，もっとも古く存在したと思われる擦絃楽器は，隋，唐の時代（７世紀）に中

国や中国北部の遊牧民族で使用されていた軋箏， 琴である。両者とも河北あたりで使われたらし

く，今でも河北には「軋琴」という軋箏と同様な楽器が使われている。ただしこれらは棒擦楽器で，

また軋箏はツィター属，いわゆる「こと」だが， 琴は今日の二胡などを含む胡琴に非常に近い形

状をしており，竹の棒片で擦って奏するもので，唐宋まで撥絃楽器であったという説明も見かける

が，下図のような形態は擦奏に適したものであり，現代の二胡と同じく，実際にはじいてもまとも

な音は出にくいと思われる。そもそも北宋の音楽理論家陳 著「楽書」の説明によると「・・・両

絃間以竹片軋之・・・」とあり，少なくとも北宋代には擦奏であったことが分かる。

もっともこの説明は宋代のものであり，遡って唐代も擦奏されていた確証はないが，擦絃楽器で

ある軋箏は唐代に存在していた（「旧唐書・音楽志」に「軋箏，以竹片潤其端而軋之」とある）か

ら， 琴も擦奏されていた可能性は高い。現在も，河北省近辺では軋箏の子孫であると思われる軋

琴が使用されているが，この発音法が地域的な伝統であるとすれば， 琴の故郷ともかなり近いこ

ともあり，両者の奏法に交流があったと想像するのは容易である。もし撥絃であるとすれば，むし

ろ絃トウや， 琴と同じく絃トウから生まれたとされる秦琵琶（ 咸＝げんかん）のことではない

だろうか。 咸はのちに霜清や月琴となる。

いずれにしても絃を竹片で「擦」って発音する方法が，唐の頃にはすでに行われていたのは確実

である。これをもって，絃楽器擦奏の最古の例と考えたい。一方弓擦楽器では，現在最も古く文献

に現れるものが1世紀アラビアのラバーブ（アル・ファーラビー著「音楽大全」）と言われている。

こうして，特にリュート属の擦絃楽器についていえば，現在のところ，最も古いものとして７世

紀の東北アジアの棒擦 琴，1世紀の中央ないし西アジアの弓擦ラバーブが認められることになる。

この二つが，今日のリュート属擦絃楽器の祖先とみて良いことはほぼ間違いないだろう。

問題は，これらの楽器が別々に生まれたものなのか，それとも起源を同じくするものなのか，ま

た棒擦と弓擦との間には直接的な関係があるのか，ないのかということである。それによって次の

３通りの考え方ができる。

１． 琴起源説 ほんとんどすべてのリュート属擦絃楽器の起源は 琴にあり， 琴が棒擦か

ら弓擦化し，それが西方に伝えられラバーブ系の楽器となった。

２．ラバーブ起源説 ほんとんどすべての擦絃楽器の起源はラバーブにあり，中央アジアまたはア

ラビアで生まれたラバーブが東方に伝わり 琴となった。

３．複数起源説 ラバーブ系の弓擦楽器と，胡琴系の棒擦楽器である 琴がそれぞれ別個に生

まれ，後に東漸したラバーブの影響により 琴も弓擦するようになった。
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これまで，音楽学者の研究により，２．のラバーブ起源説，または中央アジアからアラビアにか

けてのどこかで擦絃楽器が生まれたという説が唱えられて来た。しかし，私は１．の 琴起源説を

とりたい。以下はこの考えの根拠を述べたものである。

琴の由来と突 （とつけつ）との関係

琴は，すでに隋の頃から存在していたということ，そして宋代には確実に棒擦であり，それ以

前もおそらく棒擦であったと考えられることなどにより，現時点においてもっとも古いリュート属

擦絃楽器であると考えられる。ただし，弓擦になるのは後世のことである。

琴は「絃トウ（トウは兆の下に鼓と書く）」という，撥絃楽器から生まれたとされる。更に絃

トウは，「トウ」という打楽器から生まれたとされる。これは振り鼓，いわゆるデンデン太鼓で，

棒の先に１個から３個の小さな太鼓を付け，先端に玉を付けた糸を結び付け振り鳴らす楽器。つま

り「絃トウ」とは，そのトウに絃を張った楽器という意味である。たしかに振り鼓の柄を棹として

絃を張れば，なるほど胡琴によく似ている。いずれも中国で古くから用いられており，絃トウはす

でに秦代に記録がある。またトウは孔子廟の礼楽にも使われる由緒あるもので，現在台湾などで使

われるものは鼓面の直径が3㎝もあるという。トウは我が国にも伝えられ，使用される例は少ない

が雅楽で使用される。

絃トウは中国が北方民族の音楽を輸入して作った軍楽である「鼓吹」で使われる撥絃楽器であっ

たという。つまり鼓吹は外来の音楽ではあるが，「胡楽」とは異なる。隋代には胡楽がおおいに流

行し，中国本来の音楽を乱すほどであったので，それを正すためにそれぞれの地域や都市，国ごと

に「七部伎」が制定され，唐代には「十部伎」に増えた。鼓吹は胡楽とはまた別の音楽として扱わ

れたが，いずれも隋，唐代には盛んに行われた。はるか後，モーツァルトなどにも影響を与えた，

オスマン・トルコの近衛軍団イェニチェリの軍楽隊メヘテルの音楽を彷佛とさせる。実は，この

「鼓吹」のもととなった北方民族とはまさに，これからこの中で重要な役割を果たすテュルク族，

つまりトルコ系民族なのである。

絃トウは，北方民族によって作られたか，中国で作られたものが北方民族に取り入れられたかし

たものと思われる。そして文字どおり「 」という民族によって，竹片を絃の間に挟んで擦り鳴ら

すという奏法が，軋箏のそれを元に応用されて 琴が生まれ，中国にも伝えられたのだろう。唐代

には演奏されていたらしく， 琴の曲の記録がある。

そもそも「 ・けい」は，内蒙古，遼寧，河北のラオハ・ムレン（遼河の支流老哈河・清代以降

熱河と呼ばれる）一帯に住んでいた，かなり有力な遊牧民族で，かつて漢のころ，匈奴に敵対した

東胡と呼ばれる勢力から分かれた鮮卑族の一つという。この一帯は豊かな草原が広がり遊牧に適し，
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常に中華王朝と様々な遊牧民族王朝の支配が入れ替わりたち変りしていた。ここで７世紀には 琴

が生まれていたことになる。

この 琴を含め，当時，弓で擦奏されていた楽器は見られない。隋唐の時代には，周辺各地の音

楽，楽器が大量に流入した。ことに西方の音楽は広く好まれ，中国で再編成されて壮大な理論と合

奏音楽が生み出された。これらの資料は今日でもかなり沢山残されているし，我が国に残る雅楽も

その片鱗を伝えている。しかし，これらの中に弓擦楽器を見い出すことは出来ない。一方同時代の

西方においては，ササン朝ペルシアで使用された楽器の中にも，擦絃楽器は見当たらない。ササン

朝を滅ぼして成立したイスラム帝国の正統カリフ時代，その後のウマイア朝，アッバース朝のイス

ラム帝国でも，その前半（70～84）は「アラブ音楽の黄金時代」といわれるほどに音楽が発展し

たが，やはり擦絃楽器は存在しなかったようである。

インドもまた，古代から音楽文化の発展したところだが，当時やはり擦絃楽器は存在していなか

った。世界中のどこにも，まだ弓擦楽器は生まれていなかったと思われる。

この頃，つまり隋唐の時代， の地はテュルク族の突 （とつけつ・53～60，62～74）が支

配しており，しばしば唐との領有合戦が繰り広げられていた。テュルクは文字どおり，今のトルコ

系の民族で，「突 」もテュルクの音訳である。この国は強大な軍事力を誇り，ユーラシアの東西

にまたがる，歴史上初めての大帝国を築き上げていた。唐は決して優勢とは言えず，しばしば懐柔

策を持って突 に接していたほどであった。当然 琴はこのテュルク族にも伝えられたことだろう。

テュルク族の大西進と哲学者アル・ファーラビー

74年には同じくテュルク系であるウイグルが，突 を滅ぼしウイグル帝国を建てるが，やがて

キルギスにより80年に滅びた。その後９世紀後半から1世紀にかけ，テュルク族は東北アジアを

捨てて西進をはじめる。気候の悪化が影響しているらしい。西進したテュルク族は天山の西にカ

ラ＝ハン朝を建て，99年には更に西隣のサーマーン朝を滅ぼし，パミール高原一帯を支配するに

至る。以後この地がペルシア語で「テュルク人の地」の意味の「トゥルキスタン」と呼ばれるよう

になる。

この頃テュルク族はイスラームに改宗し，次第にイスラーム世界に浸透していく。たとえばアッ

バース朝のカリフのもとに送られたテュルクの奴隷が出世して高官や軍の司令官になる者があらわ

れた。こうしてテュルク奴隷から立身出世した者は次々と自分の同族たちを呼び寄せたので，多く

のテュルク族がイスラーム中東世界に移住することとなる。哲学者アル・ファーラビー（Al-Far-

abi・90頃没）もテュルク族の出身であった。イスラーム世界におけるテュルク族の比重はこの
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後も高まり，ついには政権の中枢を担うまでなっていく。

そもそもアッバース朝７代カリフ，アル・マームーン（在位83～83）は学問芸術を奨励し，バ

グダードに「バイト・アル＝ヒクマ（智恵の館）」という研究施設を設立，優れた学者を集め，ギ

リシア語，ペルシア語，シリア語，サンスクリット語などの文献をアラビア語に翻訳させ，ここに

アラビア・ルネサンスともいわれるイスラーム文化が花開き，哲学，科学，数学などの学術や諸芸

術が発展した。この７代カリフと８代カリフのアル・ムウタスィムに仕えた大学者アル・キンディ

ー（Al-Kindi）も，ギリシア哲学，ギリシア音楽理論を学び，はじめてそれをもとにアラブ音楽

の理論を考察，研究した。

その後を受け継いだのがアル・ファーラビーであり，更に音楽理論の研究に磨きを加え，大著

「音楽大全（キターブ・アル=ムースィキー・アル=カビール）」を編纂，その中にはじめてラバーブ

に関する記述があらわれる。この中でラバーブは絃を他の絃もしくはそれに似たもので擦奏する楽

器で１絃または２絃，フレットはなく，調絃は２本絃の場合３度，あるいは４度，５度とされてい

る。

琴が西漸してラバーブに

ここで重要なことが見えてくる。これまでの要点をまとめてみると，まず，1世紀以前には 琴

とラバーブ以外，リュート属擦絃楽器が存在した証拠が今のところ見つからないこと。そしてラバ

ーブについて最初に記述したのは1世紀前半に活躍した学者アル・ファーラビーであるが，彼はテ

ュルク人であったということ。そのテュルク人は９世紀から1世紀にかけて東方から移動，移住し

て来たこと，そして更に遡ればテュルクは７～８世紀には「突 」とよばれる，歴史上最初のユー

ラシア世界帝国を築いており，その版図の中に遊牧民「 」の地も含まれるということ。またその

当時中華は唐王朝であり， 琴はこの頃から使われていたということである。

つまり，テュルク民族を仲立ちとして， 琴とラバーブにつながりが生ずることになる。これは

これら二つの楽器がもともと同一のものであったことを示唆するものと考えられないだろうか。ラ

バーブは皮張りの比較的小さな胴に，差し込み式の長い棹を持つが，このような形状を持つリュー

ト族絃楽器は西方にはそれまで見られないようであり（古代エジプトにはややこれに近い絃楽器が

あった），なによりも 琴に似ている。また 琴の絃数は二本，ラバーブのそれは一本から二本と

いう点も，一致を見せる。

このようなことから，おそらく，テュルク族によって 琴が西方に運ばれ，ラバーブになったの

ではないかと想像できるのである。
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竹との関連

逆に 琴がもっと西方で生まれ， 族によって中国へもたらされたと考えられなくもない。しか

しその頃西方での擦絃楽器の存在を示す証拠はないし，「トウ」から「絃トウ」を経て 琴が生ま

れたという経緯にも無理な点が感じられない。また竹片で擦奏されたということは，やはり遅くと

も同じ唐代には存在していたツィター属の棒擦楽器，軋箏との関係が考えられると同時に， 琴が

生まれたのが，竹材が手に入りやすいところ，または自生する地域であった可能性が高い。また

「楽書」の図を見ると， 琴の棹の部分は竹製で，根元を上部にしてそのまま使っており，後の李

氏朝鮮の図でも同じである。もっとも「楽書」の絵は中国に入ってからの 琴で，本来の 琴は棹

が竹製ではなかったのかも知れない。ただ東アジアにおいて， 琴を含む胡琴類以外のリュート属

絃楽器で，棹が竹から作られるものはない（たとえば三絃，月琴など）のに，この類のみ竹製であ

る（今日では木製も多いが京胡などは今でも竹製）ということを考慮すると，楽器というものはそ

う簡単に素材が変るものではないから，もともと 琴の棹が竹で作られていた可能性が高いと思わ

れ，竹との縁はかなり強いと考えなければならない。そうなれば，竹の分布しない中央アジア以西

で 琴が生まれたとは考えにくい。

竹類は東アジアから東南アジア，ヒマラヤ東麓の，温帯から熱帯にかけて分布するイネ科の植物

で，長江流域以南に種類が多く，北には自生が少ない。黄河方面まで自生を拡げているものは，斑

竹（Phyllostacys bambuoides）くらいである。これが 族の本拠地である遼河流域一帯にまで分

布しているかは，現在のところ分からないが，日本で栽培されている竹類も種類によって―1度か

ら―3度の低温に耐えうるから，ごく中国中原に近い の地ならば竹類の自生も考えられるし，無

かったとしても地理的に言って竹の豊富な中国から入手することは容易であっただろう。京胡では

棹に甘竹（Phyllostacys nigra）を使用しているようだが，これも充分耐寒性があり，少なくとも

北京あたりでは栽培が可能と思われる。

また現在でも，ラバーブ系擦絃楽器には，棹が円柱状で糸倉も連続して同じ円柱状を保っている

ものものが多く（撥絃楽器の素朴なものにも棹が円柱状のものはあるが，少なくともある程度進化，

整備された撥絃楽器の場合，棹の断面はカマボコ型で，円柱状のものはまずない）節様装飾や頭頂

部に疑宝珠様の装飾が施されているものも少なくないが，これらは 琴の竹製棹の名残り，遺制で

ある可能性がある。

やはり 琴は文字どおり 族によって，絃トウから生み出されたと考えて良いのではないだろう

か。それが唐へ伝えられるだけでなく，テュルク族にも広まったと考えられる。ところがテュルク

が西方に移動するにつれ，竹材が入手しにくくなる。いっぽう，弓や馬は遊牧民族の必需品であり，

ごくありふれたものである。こうして弓に馬尾毛を張ったものを竹片の代りに使用することがはじ
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まり，またそれが演奏に適していたので，アル・ファーラビーの記述にあらわれるまでの間に，広

く定着したのではないだろうか。また弓が使われるようになると，絃の上から当てる奏法に変化し

たのだろう。

楽器名称の音韻的な共通性

さて，「 」は漢語で奴隷という意味だが，中華文明は漢族以外の民族には蔑みの意味を込めた

当て字をしていたからで，本来はもちろんそんな字義とは関係なく，もともとそれに近い発音を持

つテュルク―モンゴル語であったのだろう。現代北京語では「シィ」に近い発音（xi）だが，漢音

で「ケイ」，呉音で「ゲイ」と発音し，唐の頃もそれに近い発音であったと思われる。「琴」は漢音

が「キン」，呉音が「ゴン」で，現代北京語では「チン」に近い発音（qin）である。いっぽう，テ

ュルク語族の一つであるウイグルには，ギジャックという名の擦絃楽器があるのをはじめ，中央ア

ジアから西アジアにかけ，キール（Kil），ケイチャク（Qeychak），ギチャーク（Ghidchak），ケ

マンチェ（Kemance），カマンチェ（Kamance）などの呼称を持つ様々な擦絃楽器が広く分布し

ており，これらと「 琴」との間に，発音上の共通性が見られるように思う。「琴」は漢語である

からともかくとしても，「 」はもともとテュルク―モンゴル語であったであろうから，ウイグル

語やトルコ語の呼称の中に残っても不自然とは思えない。「ラバーブ」はむしろ，それ以前から西

アジアで使われていた撥絃楽器の名称であろうといわれており，ここに挙げたギジャーク，ケマン

チェなどの呼称の方が本来の名に近いと思われる。となると，ドイツ語の「ガイゲ（Geige＝ヴァ

イオリン）」も同源である可能性すら出てくる（「擦絃楽器の種類と伝播 １．ラバーブ系の擦絃楽

器」参照）。

当時の国際商業語としては，ウイグル語が使われていたという。楽器の名称もウイグル人によっ

て東西に伝えられたことは想像にかたくない。たとえば，正倉院にも残されているハープである

（くご）は当時のウイグル語で qungqauと呼ばれていたらしく，それが漢語に音訳され と

なったのであろうし，リュート属の撥絃楽器 qobuzは，現在でも各地でそれに近い名称で呼ばれ

ている。 琴もおそらく，同じようにその名がウイグル語に取り込まれて，西方へも伝わったので

はないかと思われる。

こうして，北アジアより西漸したテュルク民族により，イスラーム世界にもたらされた弓奏 琴

が，ラバーブとして定着し，イスラーム世界の拡大，19年に始まる十字軍，モンゴルの活躍など

によって，広く各地に伝えられてゆき，様々な擦絃楽器になっていったと考えられる。

琴から胡琴へ

一方中国でも，北宋の音楽理論家沈括（13～19）の著書「夢渓筆談」に，「馬尾胡琴」とい

う名の楽器が登場する。これはわざわざ「馬尾」という語が付加されていることからも，今の胡琴
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と同様のものと考えてよいと思われる。胡琴にも竹奏があったからなのか，あるいは古く「胡琴」

と呼ばれていた琵琶など他の「胡」の絃楽器と区別するためであるのかも知れないが，これが弓奏

である可能性はきわめて高い。わざわざ「馬尾」という語が付加されていることからも，今の胡琴

と同様のものと考えてよいと思われる。つまり1世紀後半には，中国北宋でも弓奏が始まっている

ということになる。

この時期， にも縁の近いキタイ（契丹）が，中国北部を含めモンゴル高原中央に至る大帝国

（遼）を作る。そして の地はキタイの五つの首都格都市「五京」のひとつ中京大定府（ちゅうけ

いだいていふ）とし，首都つまり政治の中心である上京臨コウ（さんずいに黄）府と，経済の中心

で今の北京地方にあたる南京析津府（なんけいせきしんふ）との中間に位置した。南京析津府は，

南に接する中華王朝である北宋の都開封をもしのぐ国際経済都市になったらしい。このようにキタ

イは遊牧民と都市定住民という二重の社会体制をとっていた。また強大な軍事力で南の北宋を圧迫

しており，劣勢に立つ北宋は，不侵の見返りとして大量の銀や絹をキタイに奉納した（毎年銀は1

万両，絹は2万匹）。キタイ国家はそれを国際交易に転用し，ウイグル商人たちが西方セルジュク

朝の諸国家などとの交易にたずさわった。ウイグル人はやはりテュルク系であり，彼らによって弓

奏が伝え返されたと想像できる。

つまり を中心とした一帯は，キタイの中枢部であり，当時東西交易の東の始点，終着点であっ

たといえる。そのような場所であるから，中華王朝北宋よりもはるかに国際的で，西方の文物には

早くから接触しやすい環境にあったのであろう。あるいは 族自体も遊牧民であるから，彼らによ

って弓奏が始められたのかも知れないが，現時点で分かっている限り，弓奏に関しては中国よりも

アラビアでの記述の方が早い上に，竹材の入手難から弓奏が生まれたとすれば，西漸したテュルク

族による考案と考えた方が妥当であると思われる。そしてこの時期，北宋では従来の棒擦と，新し

い弓擦の二つの擦奏法が，しばらくの間併存していたと思われる。先の馬尾胡琴の記述よりもわず

かに後，北宋の末期に陳 によって編纂された「楽書」では， 琴は竹片で奏するとはあるが，弓

で奏するという記述がないことからも，両者の混在が想像できる。

今でも胡琴系擦絃楽器が基本的に２絃で，両絃の間に弓を挟んで奏する方法を保持しているのは，

棒擦 琴を直接の祖にしていることを物語っている。

また 琴，胡琴と，少なくとも二種の擦絃楽器が共存していたということにもなる。 琴は図に

見る通り，ほとんど今日いう胡琴の形態をしているし，民族としてみれば は胡に含まれるもので

あるから， 琴から胡琴が生まれたものと考えてよいと思われる。いったんウイグルで弓奏化し胡

琴の形になっていたものが伝え返されたために「胡琴」と呼ばれるようになったのかも知れない。

琴と，少なくとも近世以降の胡琴の大きな違いのひとつは軫（糸巻）の向きで， 琴では「楽
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書」の図のように前から差し込む方式であり，今日の韓国のヘーグムも同様である。胡琴のそれは

後方から差し込む形である。

やがてそれが次第に弓奏に統一されていったのだろう。そしておそらくこの頃に 琴は朝鮮半島

（高麗朝中期）へ伝えられた。「 琴」をそのまま韓国風に音読して「ヘーグム」と呼ぶ。数世紀後

に編まれた李朝の音楽書「楽学軌範（19）」にも， 琴は宋から伝えられ木または弓で擦奏する

とある。しかし 琴が本当に北宋から伝えられたのか，それともキタイから直接高麗にもたらされ

たものなのかは分からない。 琴は，高麗ではまず唐楽ではなく郷楽で使われていたというから，

中国経由ではない可能性もある。また高麗の遣宋使が北宋最後の皇帝徽宗（在位10～12・画家

としても有名）から贈られた数種類の新しい楽器の中には， 琴の名はないという。「楽書」にも

琴は「至今民間用焉」とあり，あくまでも民間の楽器であったことが伺われるから，はじめ郷楽

で使用されていたことと合わせ，民間ベースで 琴が高麗へ伝えられたであろうことが推察される。

何よりも当時キタイと高麗は直接境を接しており，11年にはキタイが高麗を攻め首都開京を陥落

させているから，この頃に直接伝わっている可能性もある。音楽学者草野妙子氏によれば，ヘーグ

ムの奏法には北アジア，中央アジアの擦絃楽器に共通する点があるという。その後李朝中期には演

奏法が変えられ，唐楽の合奏にも加わるようになる。

一方中国では 琴から生まれた胡琴が元の頃には一般的になったようで，「元史」には明らかに

弓で奏する胡琴の記述がある。 琴は使われなくなったようだが，清には別の形の 琴があらわれ

る。胡琴はその後明から清にかけて各地に広がり，更に多くの変異が生まれていった，と想像でき

る。そのうち二胡は清の頃に生まれたものである。

ま と め

琴が生まれた経過と，その後の伝播によりラバーブや胡琴が生まれた経過をまとめてみると，

次のようになる。

1. 中国には古代から「トウ」という振り鼓があったが，秦の頃までに，それに絃を張った「絃

トウ」という絃楽器が生まれ，北方民族にも使われていた。やがて東胡の子孫で中国北部に住んで

いた遊牧民の「 族」が，７世紀頃までに，「絃トウ」を竹片で擦って鳴らす「 琴」を作った。

竹片は絃の間に挟んで奏された。それは唐にも伝えられた。

2. 当時， 族の居住地はテュルク族の突 が支配しており， 琴はおそらくテュルクにも伝え

られていたが，その後他民族に追われ，気候の悪化もあり，テュルク族は９世紀から1世紀にかけ

て西方に移動，それにつれ，東アジアのみに産する竹材が入手しにくくなり，竹片の代りに遊牧民

族にとってはありふれた素材である馬尾毛と弓を用いた 琴の奏法が開発された。また棹も竹で出

来ていたので，素材が木に変ったが，竹棹の円柱状が遺制として残った。

3. 1世紀，西方に移動したテュルク族がイスラーム世界に同化，しだいに重要勢力となってい
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く。アッバース朝イスラーム帝国では，７代カリフの学芸重視により９世紀以降，学術，芸術が発

展しており，音楽の研究も盛んであった。そのような中で，1世紀前半にテュルク族出身の学者ア

ル・ファーラビーが著した音楽書に，はじめて弓奏ラバーブについての記述がなされた。つまり，

テュルク族が弓奏 琴をイスラーム世界に伝え，それがラバーブになったと考えられる。また従来

西方で使われていた撥絃楽器にも弓奏が応用され，擦絃楽器の種類が増えた。これらがイスラーム

の拡大や十字軍，モンゴルの発展などと共に各地に広がり，さまざまな擦絃楽器を生んだ。

4. 1世紀にはキタイ（遼）が北アジアを支配し， 族の地もその中枢地域の中にあり栄えた。

キタイの強大な軍事力に対し劣勢であった中華帝国宋（北宋）は，不侵の見返りとして大量の絹や

銀をキタイに納め，キタイはそれを交易に利用，テュルク族であるウイグル人が西方との交易に従

事した。彼らにより弓擦法が伝え返され，弓擦となった 琴が中国にも改めて伝わり，馬尾胡琴と

呼ばれた。しかし中国は竹が豊富で， 琴の竹擦に長らく馴染んでいたので，胡琴の弓も竹になら

い，毛を絃の間に挟んで奏した。そしてしばらくは弓擦，竹擦が併存したが，この頃 琴は高麗朝

に伝えられた。胡琴は明代以降中国各地に広がり，更に周辺地域にも普及して，様々な胡琴系擦絃

楽器が生まれた。

また， 琴をリュート属擦絃楽器の起源とする根拠をまとめてみると次のようになる。

1. ラバーブ登場までの西方世界に，今のところ擦絃楽器の存在が確認できないこと。一方東方

では，弓擦楽器は1世紀まで確認ができないが，棒擦楽器は７世紀には存在していたこと。当時の

琴が宋代のように棒擦であったかは確証がないが，同時期に棒擦楽器である軋箏が唐代に存在し，

竹片で擦奏されており，これをもって最古の擦奏の例と見なし得ること。また 琴は後に棒擦から

弓擦へと変わることから，棒擦と弓擦を結ぶ接点が 琴にあると考えられること。

2. いくつかの資料をつなぎ合わせると，鼓類の「トウ」から「絃トウ」へ，それからさらに

琴が成立したという経緯が読み取れ，それが説得性のないものではない，つまり西方からもたらさ

れたものではない可能性が高いこと。

3. 琴が竹片で奏され，また棹が竹製であることは，竹材が入手しやすい場所で生まれた可能

性が高いことを示唆するが，耐寒性竹類の自生する地域は東アジアのみであり，その意味で西方で

生まれたとは考えにくいこと。また竹の豊富な中国でも普通，三絃，月琴など胡琴類以外のリュー

ト属絃楽器の棹には竹を用いずに木を使用するから，もともと 琴の棹が木製であったものを中国

に伝来した時点でわざわざ竹製に変えた可能性は低い。つまり当初から竹製であったものが受け継

がれたものと考える方が妥当であり，やはり 琴が東アジアかごくそれに近い地域で生まれたもの

と考えられること。

4. 隋，唐朝の頃， 族の地がテュルク（突 ）の支配下にあり，やがてテュルク族は西に移動

し，アッバース朝後期にはイスラーム世界に同化したこと。その頃テュルク出身の学者によっては

じめてラバーブの記述があらわれること。

5.「 」あるいは「 琴」と，西方の擦絃楽器「キール」「ギジャク」「キヤーク」「ケイチャ
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ク」「ケマンチェ」，場合によっては「ガイゲ」などの名称との間に，ある程度の発音的共通性が見

られること。

6. 琴，ラバーブ共に，差し込み式の長い棹と比較的小さな両面皮張りの胴を持つ点，絃数が

琴２，ラバーブ１～２である点で共通性があること。またラバーブ系擦絃楽器には棹が円柱状の

ものが多いが，これは 琴の竹製棹の遺制である可能性があること。更に 琴の糸巻は前方軫式だ

が，ラバーブにも同様のものがあること。これらにより，形状からいってラバーブが 琴の要素を

かなり強く受け継いでいると考えられること。

曲頚琵琶，直頚琵琶， ，篳篥など西方起源の楽器は東方に多く流入したが，たとえば琴，箏，

編鐘など中国生まれの楽器は容易に西方へは伝わらなかった。そのようなこともあり，われわれは

つい楽器は西方から東漸するものとばかり思ってしまいがちであり，また殊にペルシアや中華王朝，

イスラームなどいわゆる大文明の地にばかり眼が行きがちである。リュート属擦絃楽器も，アラビ

アや中央アジアを起源とする説がいわれている。しかし東から西への動きや，歴史を大きく左右し

て来た遊牧民の存在や文化にも，もっと検討の余地があるのではないだろうか。
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